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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
当社は、2021年11月２日開催の取締役会において、最近の業績動向を踏まえ、2021年５月14日に公表した

業績予想について、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 

１．2022年３月期第２四半期累計期間（2021年４月１日～2021年９月 30日）の業績予想数値の修正 

 

 （連結） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

21,162 

百万円 

924 

百万円 

970 

百万円 

462 

円銭 

51.22 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 21,320 1,204 1,267 660 73.12 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 158 280 297 198  

増  減  率 （  ％  ） 0.7 30.3 30.6 42.9  

（参考）前期第２四半期実績 

（2021 年３月期第２四半期） 
19,310 966 1,091 596 63.48 

 

２．業績予想の修正の理由 

2022 年３月期第２四半期累計期間の連結売上高は、移動体通信事業において、携帯電話端末販売台数が

想定ほど伸びなかったものの、他の事業において堅調であったため、連結全体としては概ね予想通り推移す

る見込みとなりました。 

利益面では、移動体通信事業において端末価格が安定したことや利益率の高いライフデザイン商材等の販

売を強化したこと、卸事業において主に文具・生活用品等の企画・販売での利益率を重視した販売方針への

転換など、各社収益体質の強化及び財務体質の改善に取り組んだことにより、前回発表の予想を上回る見込

みとなりました。 

また、2022 年３月期通期業績予想については、新型コロナウイルス感染症により個人消費の動きが弱い

状態が続いていること、比較的堅調な回復傾向にあった業種においてもペースに足踏みがみられていること、

今後の新型コロナウイルスの影響や海外情勢の動向次第で為替相場や原材料価格が不安定になる等、市場動

向の先行きは不透明であることから、連結、個別ともに現時点では据え置きといたします。 

 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 以上 


